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〔目的〕

女性細胞がになっている 2 本のX染色体のうち 1 本は，胎生初期に形態的には凝縮して性染色

質を形成し，凝縮したX染色体上に存在する遺伝子ば，不活化されることはすでに明らかにされ

ているが，何等かの要因で一時的に凝縮したX染色体が伸展したとき，遺伝子は活性化されるか

どうかはまだ明らかにされていない。乙の点を zn vzvo ， および in vitro の系について検討する

のが本論文の主眼である。

〔方法ならびに成績7

in vivo の系

新生女児10例の口腔粘膜細胞における性染色質値の平均値は，出生直後および第 2 日自におい

て，それぞれ 12.5 ， 15.6 を示し，成人女性の平均値 25.5 に比べて低く，以後漸次上昇して第

3 日自には成人女性の値となった。

一方X染色体上にある遺伝子によって支配されると考えられる新生女児の赤血球中の G・ 6PDH

活性値は，生後経目的に低下し，第 6 日自には，成人女性に近いレベルまで低下した。乙れに対

して新生男児の G ・ 6PDH 活性値には，このような傾向は認められなかった。すなわち新生女児

においては，口腔粘膜細胞の性染色質値と，逆の関係が見出された。

in vitγo の系

a) 凝縮したX染色体を伸展させる要因に関する検討

妊娠第11週の人工妊娠中絶により得られた女性胎児培養細胞，および正常女性皮膚培養細胞

を estradiol ， testosterone, progesterone の各種濃度を含む培養液中で培養し，経時的に性染

色質値の測定をおこなった結果， estradiol 1μg/ml および 10μg/ml の濃度で処理した細胞
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において，処理後24時間自に，女性胎児培養細胞および正常女性皮膚培養細胞の性染色質値は，

共に著明に低下した。乙れに対し testosterone，および progesterone 処理細胞においては，

性染色質値の著明な変動は認められなかった。

b) 凝縮したX染色体の伸展に伴なう遺伝子機能

性染色質値に一時的低下のみられた 1μgjml の estradiol 24日寺問処理培養女性細胞，性染

色質値に変動のみられない 1μgjml の testosterane 24時間処理培養女性細胞，および無処理

培養女性細胞について G ・ 6PDH 活性を測定した結果， estradiol 処理細胞の蛋白質 lmg 当

りの G ・ 6PDH 比活性は，無処理細胞に比べて約 2 倍に上昇した。 testosterone 処理細胞の

G ・ 6PDH 比活性は無処理細胞と同一で，活性値に変動はみられなかった。

すなわち in vitro の系においても，同一起原の細胞について ， in vivo の系で見出された

性染色質値と G ・ 6PDH 活性値との聞に，逆の関係が認められた。

〔総括〕

胎生初期に凝縮し，不活性化された女性細胞の 2 本のX染色体のうち 1 本は ， in vivo では何

等かの要因で一時的に伸展する乙とがあり，伸展したときは，そのX染色体上に存在する一部の

遺伝子も活性化されるものと思われる。

また in vitro の培美女性細胞においても， estradiol が凝縮したX染色体の一時的伸展をうな

がし，伸展時は in vivo と同様に一部の遺伝子の活性化を暗示する結果が得られた。

論文の審査結果の要旨

同君の研究はヒト女性に限ってみられる性染色質の出現頻度と伴性遺伝子の発現の関係を

in vivo および in vitro の系で調査したものである。そのため同君は in vivo の系で出産直後

の性染色質の出現頻度が減少し，その後次第に増加することからその期間中X染色体の遺伝子に

よって支配される glucose-6-phosphodehydrogenase (G-6-PD) の活性が如何に変動するかを

調査した。その結果この酵素活性が上昇する乙とから性染色質の出現頻度と G-6-PD 活性の聞

には逆の関係のあることを見出した。

さらに in vitro の系として女性の細胞を estradiol のような女性ホノレモモンを含む培地で培

養すると性染色質の出現頻度が24時間後に著明に減少するという新知見を利用し，その時点にお

ける G-6-PD の活性を測定したところ， 無処理のものに比較して約 2 倍も増加していることを

認めた。以上の研究はいわゆる L yoniza tion の現象を新らしい観点から証明したものであり，

学位論文として充分の価値を有するものと認める。

-254 ー




